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  「名前」は不思議です。名前を出すこと

で、その人がいなくともその場にあたかも

存在するかのようになるからです。 

今号では、十戒の第三戒を取り上げますが、

そこに「主の名」とあります。神に「名」が

あるわけです。旧約聖書はおもにヘブル語

で書かれていますが、ヘブル語で「名前」を

意味する単語は、単なるレッテルではなく

実体を意味し、存在そのものを指します。

では、「神の名」は何かと言いますと、神と

モーセの間で次のようなやり取りがありま

した。「モーセは神に言った。「今、私がイス

ラエルの子らのところに行き、『あなたがた

の父祖の神が、あなたがたのもとに私を遣

わされた』と言えば、彼らは『その名は何

か』と私に聞くでしょう。私は彼らに何と

答えればよいのでしょうか。」神はモーセに

仰せられた。「わたしは『わたしはある』と

いう者である。」（出エジプト3:13-14） 

この『わたしはある』という言葉が「ヤハウ

ェ」という神の名です。ただ、十戒の第三戒

で「みだりに口にする」ことが禁じられた

ので、イスラエルの人たちはこの戒めを重

視して神の名である「ヤハウェ（יהוה）」を

口にしないようにしました。その名の文字

が記された箇所は、代わりに「アドナイ（「主」

の意味）」と読みましたが、ヘブル語には母

音表記がないため、やがて発音の仕方が分

からなくなってしまいました。それゆえに、

「エホバ」と呼ばれた時代もありましたが、

それは誤りで「ヤハウェ」というのが正し

い読み方であることが分かりました。 

 第三戒には「あなたは、あなたの神、主

の名をみだりに口にしてはならない」とあ

りますが、それはイスラエルの人たちがし

たように、全く口にしてはいけないという

ことなのでしょうか。ここで注意すべきは

「みだりに」とあることです。「みだりに」

と訳されているヘブル語には「内実がない、

空虚」という意味があります。つまり、単に

「あなたは、あなたの神、主の名をみだりに口にし

てはならない。主は、主の名をみだりに口にする

者を罰せずにはおかない。」 

【出エジプト記 20章 7 節】 



口にすることがいけないのではなく、口で

神の名を呼びながら、心の内実が伴ってい

ないことが問題とされています。言い換え

ますと、心と口（言葉）が一致していること

が重要なのです。 

 前号で、キリスト教会は像を用いること

なく、言葉によって礼拝を献げるというこ

とを書きました。その点で、第三戒は私た

ちが神に礼拝をささげる時のふさわしい態

度について教えていると言えます（もちろ

ん礼拝以外にも、神の名を口にする場面で

適用できます）。私たちは礼拝で賛美と祈り

を献げますが、神の名が口に出される時、

その心がそれにふさわしい態度になってい

るか、ということが問われます。残念なこ

とに私たちは、礼拝後の昼食について考え

ながら祈りや賛美を献げることが出来てし

まう器用さがあります。口を動かして歌い

つつ、いつの間にか賛美が終わっていたと

いうこともあります。そのようなあり方は、

「みだりに口」にしている状態と言えます。

私たちに求められていることは、心の真実

さであり、心と言葉が結びついていること

です。神は、形式的に礼拝が献げられてい

れば喜ばれるのではなく、心を見ておられ

ます。聖書には次のようにあります。「まこ

とに 私が供えても あなたはいけにえを喜

ばれず 全焼のささげ物を望まれません。神

へのいけにえは 砕かれた霊。 打たれ 砕か

れた心。 神よ あなたはそれを蔑まれませ

ん。」（詩篇51:16-17） 

「形」を気にするのが私たちですが、神は

「心」をご覧になります。その神の前に、心

と言葉が一致する礼拝を献げることがクリ

スチャンには求められていることを知って

頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（再開！子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

今回は「心」と「言葉」が一致していること

の大切さについて書きました。私たちは器

用なもので、別のことを考えながら賛美し

たり、お祈りをしたりすることが出来てし

まいます。また、「形」を重要視して、「内実」

にこだわらないということもあります。そ

のような私たちに対して、第三戒は再考を

促します。この戒めの最後には「主は、主の

名をみだりに口にする者を罰せずにはおか

ない」とありますから、軽い事として考えて

はいけません。神の名を用いた冗談などが

ハリウッド映画などでも見られますが、そ

のようなことにも注意深くあることが大切

です。 


